






Solubility of the Cyanamide Derivatives in Liquid Ammonia (Supplement) 
Yoshibumi OSHIMA 
The solubility of Urea (m.p.1330C) or Thiourea (m.p. 177"""'17S0C) in liquid ammonia 
was measured at 100C by a glass pressure bottle designed specially. The results were 
as follows:-
Urea 69.44gr / 100gr liq. NH:~ 

















尿素(八升l薬品株式会社製品)l00grを 94%アルコール 200ccより再結晶して融点 1330Cの尿素
63.5grを得，試料とした。
くb) チオ尿素
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第 2表にヲいて見るにチオ尿素は
ζの温度に於て4時間で飽和に達し
ているものと考へられる。 No.5~7
co3回θ平均値をとり温度に於る溶
解度としたo 1'!1ち 133，20grチオ尿
素 /100gr液安である。
尿素及びチオ尿素共仁液安に対する溶解度は大きく，飽和溶液調製用耐圧容器から溶解度測定用耐圧
容器に飽和液安溶液を移す操作が困難で，測定値に相当誤差あるものと思考するD
一方酸素と硫黄とむ相違である尿素とチオ尿素との液安に対する溶解虞を 100Cに於て比較すると後者
。方が約 2倍も溶解するむは興味あることである。
総 括
(1) 精製した尿素及びチオ尿素D液安に対する液解度7.r:10aCに於て測定し次D結果を得たロ
尿素 l引
チオ尿素 [ 13ω官叫/八10∞0官液安
位) 尿素，チオ尿素共に液安に対する溶解度は大きく，後者は前者の約2倍ー である白
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